
はじめに                                            
この度は、RODE NT-1000 をお買上げ頂き誠に有難うございます。 
製品の性能を最大限に活用し末永くお使い頂く為に、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読み下さい｡ 
尚、本書が保証書となりますので、お読みになった後は大切に保管してください。 
 
特徴                                               
z 金メッキ縁取り加工大口径ダイアフラム 
z ローノイズ トランスレス回路 
z 丈夫なメタルサテンニッケル仕上げ 
z 内部ショックマウント構造 

 
製品仕様                                            
タイプ ：外部極性（25mm）プレシャー・グラディエントコンデンサー 
指向性 ：単一指向性  
周波数特性 ：20Hz～20kHz（+/-6dB） 
出力インピーダンス ：100Ω（50Ωper leg） 
S/N 比 ：＞88dB（A-weighted, per IEC268-15） 
最大 SPL ：＞140dBSPL（@1kHz,5% THD into 1K（load） 
感度 ：-36dB re 1V/Pa16mv@94dB SPL+/-1dB 
最大出力 ：＞+13dBu（@1kHz,5%THD into 1k（load） 
ダイナミックレンジ ：＞134dB（A-weighted, per IEC268-15） 
電源 ：ファンタム 48V  
サイズ・重量 ：5.4（直径）×20.9（全長）cm、682g 
付属品 ：NT1000 専用ソフトケース、M2 スタンドマウント及びマイクホルダ（3/8" 5/8"）、 
 
基本操作                                            
1. NT-1000を作動させるためにはファンタム電源が必要となります。最良の結果を得るために、48V

のファンタム電源を使用して下さい。大半のプロ用ミキサーには 48Vのファンタム電源が内蔵さ
れており､また電源のみを単体で購入する事もできます。お客様の御使用になっているパワーサプ
ライが正確に作動するプロ用のユニットであるかどうか必ずご確認下さい。間違ったパワーサプ
ライを NT-1000に接続して起こる損傷につきましては､保証が適用されませんのでご注意下さい。 

 
2. 最初に NT-1000 をマイクのコンソールに接続する時にはゲインが下がっている事を確認して下

さい。 
 
3. ファンタム電源を ONにする前に､すべてのケーブルの接続を良く確認して下さい。電源が接続さ

れている間は絶対にマイクのケーブルをはずさないで下さい。常にバランスタイプのマイクケー
ブル(3 pin XLR キャノン仕様)をご使用下さい。 

 
4. ミキサーにファンタム電源が内蔵されている場合､外部のサプライがなくても直接ミキサーに接

続することが出来ます。  
注意: ケーブルは ２番ホットになっていることを確認して下さい。 

5. ミキサーのスイッチを ONにして下さい。6秒程でマイクの動作が安定します。 

 
6. レコーディング・レベルを設定するためにはゲインを調節してプラグラムソースの PEAKランプ

が時折点灯する程度に調節します。 
 
これでマイクの使用準備が完了しました。 
 
7. 求めている音を得るマイクのテクニックは実験が必要です。まず最初にチャンネルの EQを‘OFF’

かフラットにセットします。そして求めている音を得やすい場所にマイクの位置を変えながら選
びます。そして必要に応じて反射板あるいは吸収板を適切な角度にあわせるようにします。マイ
ク録リするスペースのアコースティック的特質を変える事がベストな音質を得るための基本的な
アプローチです。この方法で得る事のできるベストな音質を確認した後､イコライザーやリバーブ
等のエフェクター等を使ってどんな音でもエンハンスする事は可能ですが、過度な使用は禁物で
す。NT-1000 のプレゼンス効果で広域のイコライジングによる信号の劣化があっても､レコーデ
ィングやミキシングのプロセスの中で音のクリアー感を保ち続けることができます。 

 
 
 
 
◇注意事項◇ 
 
1. コンデンサーマイクは湿気を嫌います。NT-1000 は湿気を避けて保管し､常に乾燥しているとこ

ろに保管して下さい。カプセルはボーカルワークにおいて湿気を受けやすいので､ポップ･ガード
をお使い下さい。これを使う事によってボーカルのよけいなブレスを取り除き、唾などがマイク
に直接あたるのを防ぎます。スポンジタイプのウィンドスクリーンは湿気を遮るのに効果的で､
しかも高域を多少押さえる事にも役立ちます。 

 
2. NT-1000 をぶつけたり落としたりしますと故障の原因となり､保証の対象とはなりませんのでご

注意下さい。NT-1000はカプセル内のダイアフラムがショックマウント構造になっており、耐久
性及びレコーディング時の振動からの影響に非常に優れています。マイクにサスペンションを用
いたい場合はオプションの SM-2を購入してご使用下さい。 

 
3. NT-1000 を使い終わった後は､乾いたやわらかい布でお拭きになり､ハードケースの中に収納し

て下さい。その際､マイクの先端に乾燥剤(白い袋)を入れておくことがベストです。この乾燥剤が
湿気を吸収し､カプセルを守ります。この乾燥剤は末永く利用する事ができます。乾燥剤がピンク
色になりましたら青色に変わるまで 60℃位の温度に設定されたオーブンの中に入れて下さい。乾
燥剤が青色に変われば再び使用する事ができます。 

 
4. マイク内部のパーツはとてもデリケートですから､絶対に触れないで下さい。修理に関するすべて

のサービスは RODE代理店におまかせ下さい。 
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